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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 6

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1 10
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 5 11
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 9

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％番号： 3
2.工程 □1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％番号： 2
3.品質・出来型 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 2
6.環境 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 竹本油脂㈱ 販売会社 協会名

会社名： 住所： 愛知県蒲郡市港町2番5号

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所： 愛知県蒲郡市港町2番5号

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1-1-6.共通工／コンクリート工

番号：
□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

ひび割れを抑制する混和剤「チューポール
LS・SR・NV-S」

3

変更受付年月日

コンクリートの乾燥収縮を低減するコンクリート用化
学混和剤

開発年 平成19年4月1日

袴田　祥元
セメント分散性能と収縮低減性能を併せ持つ収縮低減タイプ混和剤を用いることによ
り、コンクリート構造物の乾燥収縮ひび割れを抑制して耐久性を向上させる技術であ
る。一般にコンクリートの乾燥収縮は単位水量が多いほど大きいことが知られており、
単位水量を少なくするために従来のAE減水剤や高性能AE減水剤が広く用いられている
が、近年の骨材事情の悪化等により混和剤による単位水量の低減だけではひび割れを十
分に抑制できない場合がある。本技術は、AE減水剤、高性能AE減水剤、高性能減水剤に
新たに収縮低減性能を付与することにより、従来より乾燥収縮の小さいコンクリートの
製造が可能となる。レディーミクストコンクリート工場およびコンクリート製品工場で
製造されるコンクリート全般に適用可能。

名称

区分

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

活用の効果

問合せ先

0533-68-2118
第三事業部 0533-68-1339

chupol@tkc.takemoto.co.jp

原田　健二

竹本油脂㈱

0533-68-2118
第三事業部営業統括部営業技術 0533-68-1339

chupol@tkc.takemoto.co.jp

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究( 1

竹本油脂㈱

竹本技研㈱

従来のAE減水剤
263.20%

0%

中部地方整備局 平成20年10月22日 CB-080022-A 評価なし

申請地方整備局名 登録年月日 登録番号 評価（事前・事後）

新技術概要説明資料（１／５）

登録No. 1401

収受受付年月日 平成23年8月25日



ひび割れを抑制する混和剤「チューポールLS・SR・NV-S」 登録No. 1401

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等
JIS A 6204「コンクリート用化学混和剤」適合品であることを成績表により確認する。

掲載刊行物
積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（チューポールSR）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建設物価2011年8月　チューポールSR：400円/kg
積算資料2011年8月　チューポールSR：490円/kg
定価　チューポールLS：460円/kg，チューポールSR：550円/kg，チューポールNV-S：460円
/kg

コンクリート1m
3
中の混和剤材料費は、混和剤単価に使用量を乗じて求める。

（短　所）
(1) ミキサやトラックアジテータのドラム等の洗浄水の泡立ちを抑える必要がある。

・チューポールLS、チューポールSR、チューポールNV-Sを使用したコンクリートの施工は通
常の工程と同様。

・標準使用量
チューポールLS:セメント質量に対して1.5%(使用量範囲1.0～2.0%)
チューポールSR:セメント質量に対して0.7～4.0%
チューポールNV-S:セメント質量に対して0.7～4.0%
使用量は、コンクリートの使用材料や配合および練混ぜ条件により変わるので、目標の性能
が得られるよう試し練り等にて決定する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（チューポールSR）

A-2

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（長　所）
(1) 従来のコンクリートより乾燥収縮を5～25%程度低減できるため、コンクリート構造物の
ひび割れを抑制し、耐久性の向上、長寿命化が期待できる。
(2) JIS A 6204に適合しているため、JIS A 5308またはJIS A 5371～5373に適合するコンク
リートが製造できる。
(3) 従来のAE減水剤に収縮低減剤が配合された一液タイプであるため、コンクリート製造工
場の既存の製造設備・工程を変更することなく収縮低減対策が可能。



登録No. 1401

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 4500325

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

コストと収縮低減効果の最適化に向け現在検討中である。

自社または外部機関にてコンクリート試験を行い、収縮低減効果とその他諸物性については従来
と差異がないことおよび実工事に供し得ることを確認した。

（1）コンクリート試験結果報告書
（2）財団法人建材試験センターまたは財団法人日本建築総合試験所における品質性能試験報告書

特になし

（適用できる条件）
チューポールLS：呼び強度の範囲が18～33程度のコンクリート
チューポールSR：呼び強度の範囲が27～60程度のコンクリート
チューポールNV-S：一般強度から高強度のコンクリート

（適用できない条件）
セメント量(粉体量)が比較的少ない領域で用いると、コンクリートの状態が悪くなり施工時の欠
陥につながることが考えられるため、あらかじめ試し練り等で性状を確認する必要がある。

試し練り等により使用量を決定する。また、使用材料の品質のバラつきや温度変化等による変動
に対応するため、適宜使用量を調整する。

取り扱い時には、保護メガネ、保護手袋等、保護具を着用して下さい。
詳細な内容が必要な場合は、当社の製品安全データシート(MSDS)をご覧下さい。
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新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ひび割れを抑制する混和剤「チューポールLS・SR・NV-S」
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登録No. 1401

実績件数 公共機関： 30 民間：

発　注　者 施工時期
国土交通省九州地方整
備局

国土交通省中部地方整
備局

国土交通省中部地方整
備局

国土交通省中部地方整
備局

国土交通省中国地方整
備局

国土交通省九州地方整
備局

国土交通省九州地方整
備局

国土交通省九州地方整
備局

国土交通省九州地方整
備局

国土交通省近畿地方整
備局

2008/12 １７５号西脇ＢＰ和布高架橋上部工事

施
工
実
績

長崎251号秩父ヶ浦函渠新設外工事

南千本木上流域盛土外工事

東九州道鹿ノ子第一跨道橋工事

東九州道鹿屋～大隈串良川橋台工
事

平成20年度23号知立BP和泉高架橋
大海古北下部工工事

斐伊川放水路菅沢橋上部工事

平成20年度23号知立BP中北高架橋
下部工事

平成20年度23号知立BP和泉高架橋
北大木下部工工事

115

工　事　名 CORINS登録No.
一般国道251号橋梁整備工事（宮添
高架橋A2）

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ひび割れを抑制する混和剤「チューポールLS・SR・NV-S」



登録No. 1401

実大模擬部材のひび割れ発生状況 製品外観

長さ変化試験結果 実大模擬部材による実験状況

収縮低減タイプ混和剤の製品設計イメージ チューポールLSとSRの推奨使用領域イメージ

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ひび割れを抑制する混和剤「チューポールLS・SR・NV-S」
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